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JR下麻生駅は高山線開通以来の古い木造の
駅舎で町民にしたしまれてきましたが昨年の
秋に以前の約三分の一くらいの鉄筋コンクリー
トの可愛い駅舎に改築されました。
下吉田、下麻生、上川辺の町民が通勤や通

学、買い物などに利用しています。JR下麻生
駅は地域の人にとって大切な交通の要です。

コメント・撮影者　
写真同好会　　江口　博重

■下麻生駅（上川辺地内）
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ア

時
代
に
対
応
し
た
機
構
の
再
編

①
町
長
部
局
の
再
編

課
の
統
廃
合
に
よ
り
、
従
来
よ
り
の
課

の
数
を
3
課
減
ら
し
6
課
1
室
と
し
、
併

せ
て
係
制
を
廃
止
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

②
保
健
予
防
体
制
の
強
化

保
健
福
祉
の
充
実
、
予
防
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
保
健
環
境
課
の
保
健
部
門

を
住
民
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

③
教
育
委
員
会
事
務
局
の
再
編

時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
再
編

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
を
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
移
し
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

窓
口
と
す
る
と
と
も
に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

④
支
所
廃
止
の
検
討

下
麻
生
支
所
に
つ
い
て
、
平
成
15
年
4

月
1
日
を
も
っ
て
そ
の
業
務（
諸
証
明
の

交
付
事
務
）を
川
辺
麻
生
郵
便
局
に
委
託

し
、
支
所
を
廃
止
し
ま
す
。

イ

定
員
管
理

①
定
員
削
減

平
成
12
年
度
末
職
員
定
数
1
3
0
人

を
、
平
成
13
年
度
末
職
員
数
に
お
い
て

1
2
4
人
と
し
、
6
人
、
率
に
し
て
4.6
％

削
減
し
ま
し
た
。

ウ

職
員
資
質
の
向
上

①
川
辺
町
職
員
倫
理
規
程
の
制
定

平
成
12
年
8
月
川
辺
町
職
員
倫
理
規
程

を
制
定
、
職
員
に
公
務
員
と
し
て
の
日
頃

の
行
動
指
針
を
設
け
ま
し
た
。

②
降
格
、
降
任
の
申
し
出
等
の
制
度
化

身
体
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
職
務
に
耐

え
ら
れ
な
い
と
本
人
が
判
断
す
れ
ば
降
格
、

降
任
の
申
し
出
が
で
き
る
制
度
を
確
立
し
、

平
成
15
年
2
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
給
料
表
の
見
直
し

平
成
13
年
4
月
か
ら
保
育
士
に
つ
い
て

は
福
祉
給
料
表
を
適
用
し
、
そ
の
責
任
に

ふ
さ
わ
し
い
給
料
体
系
と
し
ま
し
た
。

①
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
情
報
公
開

条
例
の
制
定
及
び
公
開
の
実
施

町
民
の
行
政
情
報
に
つ
い
て
知
る
権
利

の
確
立
の
た
め
平
成
14
年
1
月
川
辺
町
情

報

公
開
条
例
を
制
定
し
、
平
成
14
年
4

月
施
行
し
ま
し
た
。

②
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
及
び

個
人
情
報
の
公
開
・
保
護

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を
図

取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
行
政
改
革
」

川辺町では昭和60年以来、住民福祉の向上のため最少の経費で
最大の効果をあげることを目的とし、行政改革を積極的に進めて
きましたが行財政を取り巻く環境は依然極めて厳しく、抜本的な
改革を強力に進めていくことが大きな課題となっています。
このため平成12年 9月に「川辺町第3次行政改革大綱」を策定
し、町行政組織の再編・開かれた町政の推進、健全な財政運営の
3本の柱を設け12の重点項目に伴う84の実施項目を掲げ実施して
きました。
今回平成14年度までに実施した行政改革の取り組みのうち主

なものをお知らせします。
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。なものをお知らせします
年度までに実施した行政改革の取り組みのうち主14今回平成

。きました
の実施項目を掲げ実施して84の重点項目に伴う12本の柱を設け3

の健全な財政運営、町行政組織の再編・開かれた町政の推進、し
を策定」次行政改革大綱3第川辺町「月に9年12このため平成
。改革を強力に進めていくことが大きな課題となっています
抜本的な、きましたが行財政を取り巻く環境は依然極めて厳しく

行政改革を積極的に進めて、最大の効果をあげることを目的とし
住民福祉の向上のため最少の経費で、年以来60川辺町では昭和

る
た
め
、
情
報
公
開
条
例
と
合
わ
せ
て
平

成
14
年
4
月
施
行
し
ま
し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設

平
成
13
年
12
月
に
運
用
を
開
始
し
、
町

か
ら
の
各
種
行
事
等
の
情
報
発
信
、ま
た
、

住
民
の
意
見
等
を
反
映
で
き
る
公
聴
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
入
札
・
契
約
結
果
の
公
表

平
成
13
年
4
月
か
ら
1
0
0
万
円
以
上

の
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
施
工
台
帳
に
よ

り
閲
覧
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
町
長
と
語
る
会
の
実
施

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
政
策
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
皆
さ

ん
に
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
頂
く
た

め
、
平
成
14
年
度
か
ら
各
地
区
に
お
い
て

町
長
と
語
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ア

健
全
な
財
政
運
営

①
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

週
休
日
の
振
替
、
代
休
措
置
の
効
率
的

な
実
施
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。

②
旅
費（
日
当
）の
廃
止

定
額
で
支
払
っ
て
い
た
日
当
を
平
成
13

年
4
月
か
ら
全
面
的
に
廃
止
し
、
実
費
弁

償
相
当
額
の
み
の
支
給
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
12
年
度
決
算
に
対
し
13
年
度
決

算
で
は
、
9
8
4
千
円
の
削
減
と
な
り
ま

し
た
。

③
特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止

12
年
10
月
か
ら
屍
体
取
扱
手
当
を
廃
止

し
ま
し
た
。

④
財
源
の
確
保

税
金
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
公
平
性
の

確
保
と
滞
納
額
の
削
減
の
た
め
納
期
ご
と

に
未
納
者
に
納
付
を
促
し
、
累
積
額
の
縮

減
の
た
め
滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
た
納
付

方
法
を
指
示
す
る
な
ど
削
減
に
努
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
税
以
外
の
各
種
手
数
料
等
の
見

直
し
も
図
っ
て
い
ま
す
。

イ

事
務
事
業
の
見
直
し

①
職
員
制
服
の
貸
与
廃
止

職
員
制
服
に
つ
い
て
は
廃
止
し
ま
し
た
。

②
町
税
前
納
報
償
金
の
廃
止

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
納
期
前
の

納
付
に
係
る
報
奨
金
の
実
施
に
つ
い
て

は
、平
成
12
年
度
か
ら
段
階
的
に
削
減
し
、

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
報
奨
金
制
度
を
廃

止
し
ま
す
。

③
届
出
書
類
等
へ
の
押
印
の
廃
止

手
続
き
の
簡
略
化
を
図
る
た
め
、
届
出

書
類
等
に
つ
い
て
不
要
と
思
わ
れ
る
押
印

の
見
直
し
を
行
い
平
成
15
年
度
か
ら
の
実

施
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

②
口
座
振
込
に
よ
る
納
付
に
係
る
領

収
書
の
発
送
の
省
略

平
成
14
年
11
月
か
ら
税
等
の
口
座
振
込

に
よ
る
領
収
書
の
発
送
を
省
略
し
、
毎
月

60
万
円
余
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

ウ

コ
ス
ト
の
削
減

①
工
事
計
画
手
法
の
見
直
し

社
会
資
本
の
整
備
水
準
の
適
正
化
及
び

各
課
間
の
関
連
事
業
整
備
計
画
の
調
整
等

を
行
い
効
率
的
な
整
備
が
で
き
る
よ
う
見

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
技
術
基
準
等
の
見
直
し

急
速
な
技
術
の
進
歩
に
よ
る
設
計
の
見

直
し
を
図
り
、
工
期
の
短
縮
等
を
図
っ
て

い
ま
す
。

③
設
計
方
法
の
見
直
し

従
前
の
使
用
材
料
を
最
少
と
す
る
設
計

思
想
か
ら
施
工
手
間
を
含
め
た
総
合
価
格

の
活
用
に
よ
る
設
計
期
間
の
短
縮
を
図
っ

て
い
ま
す
。

④
積
算
の
合
理
化

単
純
な
工
事
や
維
持
工
事
な
ど
の
仕
様

を
軽
減
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
積
算

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
省
力
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

⑤
公
共
工
事
の
平
準
化
の
推
進

工
事
の
計
画
的
な
発
注
に
よ
る
年
間

を
通
し
た
発
注
の
平
準
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

エ

施
設
管
理
運
営
の
適
正
化

①
使
用
料
の
見
直
し

平
成
13
年
4
月
か
ら
公
民
館
使
用
料
、

漕
艇
場
使
用
料
に
つ
い
て
、
人
件
費
等
コ

ス
ト
計
算
に
よ
り
適
正
な
料
金
に
改
定
し

ま
し
た
。

オ

民
間
委
託
の
推
進

①
保
育
所
管
理
運
営
委
託
の
検
討

民
間
委
託
等
の
可
能
な
事
業
と
し
て
積

極
的
な
導
入
を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
度

か
ら
「
第
3
保
育
所
」
の
管
理
運
営
を
社

会
福
祉
法
人
へ
委
託
し
ま
す
。

カ

補
助
金
の
適
正
化

①
零
細
補
助
金
の
廃
止
及
び
整
理
統
合

零
細
補
助
金
に
つ
い
て
行
政
効
果
の
少

な
い
も
の
の
見
直
し
を
図
り
適
正
化
に
努

め
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
経
営
管
理
課

℡
5
3
―

2
5
1
1

（
内
線
2
1
0
）
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長
い
間
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
下
麻
生
支
所
を
、
3
月
31
日（
月
）を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
下
麻
生
支
所
の
主
な
業
務
を
「
川
辺
麻

生
郵
便
局
」
に
委
託
し
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

支
所
が
廃
止
に
な
っ
た
経
緯
、
郵
便
局
で
で
き
る
こ
と
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
麻
生
支
所
廃
止

下
麻
生
と
川
辺
町
が
昭
和
31
年

9
月
30
日
に
合
併
し
下
麻
生
支
所

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
47
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
所

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
自
家
用
車
の
普
及
、
税

金
等
の
口
座
振
替
制
度
の
普
及
な

ど
社
会
の
変
革
と
と
も
に
利
用
者

が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
健
制
度
な
ど
新
た
な
行

政
事
務
が
増
大
す
る
な
か
、
町
に

お
い
て
は
各
種
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
行
政
改
革
を
断
行
し
、
職

員
数
を
増
員
す
る
こ
と
な
く
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
下
麻
生
支
所
に
つ

い
て
も
存
続
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
3
月
31
日

（
月
）を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
は低下

し
な
い
の

下
麻
生
支
所
廃
止
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

新
た
に
川
辺
麻
生
郵
便
局
で
支
所

で
行
っ
て
き
た
主
な
業
務
の
取
り

扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等

の
受
付
・
発
行
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
、
ゴ
ミ
袋
等
の
販
売
な
ど
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
川
辺
町
が
川
辺
麻
生

郵
便
局
に
事
務
を
委
託
し
て
行
う

も
の
で
す
。

【
川
辺
麻
生
郵
便
局
で
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
日
】

平
成
15
年
4
月
1
日（
火
）

支
所
と
郵
便
局
で

手
続
き
な
ど
で
変
わ
る
こ
と

下
麻
生
支
所
と
郵
便
局
で
取
り

扱
う
業
務
を
表
1
に
示
し
ま
す
。

各
種
証
明
の
交
付
手
数
料
や
ゴ

ミ
袋
な
ど
の
販
売
価
格
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
務
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
多
く
の
業
務
を
、
郵
便

局
で
取
り
扱
え
る
よ
う
に
配
慮
し

ま
し
た
が
、
一
部
の
業
務
が
他
の

法
令
等
に
よ
り
、
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

郵
便
局
で
の
申
請
も
、
今
ま
で

と
同
じ
要
領
で
受
け
付
け
い
た
し

ま
す
。
但
し
、
申
請
で
き
る
人
、

本
人
確
認
の
た
め
身
分
証
明
書
の

提
示
な
ど
一
部
変
わ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

町
税
の
収
納
に
つ
い
て

町
税
等
に
つ
い
て
は
平
成
7
年

よ
り
、
ど
こ
の
郵
便
局
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
（
一
部
を
除
く
）。
こ

れ
ま
で
下
麻
生
支
所
で
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
町
税
は
川
辺
麻

生
郵
便
局
に
お
い
て
変
わ
ら
ず
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
役
場
住
民
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

KAWABE  2003.3 4

下
麻
生
支
所

役
場
で
行
わ
れ
た
郵
便
局
と
の
業
務
委
託

調
印
式



取
扱
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
定

め
る
祝
日
及
び
休
日
並
び
に
年
末

年
始（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

ま
で
）を
除
く
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

T
E
L
5
3
―
2
5
1
1

（
内
線
1
2
5
）
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川
辺
麻
生
郵
便
局

41
川辺麻生郵便局

飛騨川

下麻生支所

事　務　内　容
交付手数料 申請に必要なもの

証　明　交　付　事　務

戸籍謄抄本 ○ 450円

戸籍記載事項証明 ○ 350円

戸籍関係証明
除籍・改製原戸籍謄抄本 ○ 750円

除籍記載事項証明書 ○ 450円

戸籍の附票 ○ 300円

身分証明書 × 300円

住民票謄抄本 ○ 300円

住民票関係証明 住民票記載事項証明書 ○ 300円

住民票の除票 × 300円

印鑑証明関係 印鑑登録証明書 ○ 300円 印鑑登録証の他は上記に同じ

外国人登録関係
外国人登録原票の写し ○ 300円

外国人登録証明書
外国人登録原票記載事項証明書 ○ 300円

納税証明書 ○ 300円

所得証明書 ○ 300円

所得課税証明書 ○ 300円

課税証書 ○ 300円

税務関係証明
評価証明書 ○ 300円

名寄帳の写し × 300円

営業証明書 × 300円

公課金証明書 ○ 300円

土地・家屋証明書 ○ 300円

納税義務証者証明書 ○ 300円

委　託　窓　口　事　務

燃えるごみ収集袋（大） ○ 一袋（20枚入）1,000円

燃えるごみ収集袋（小） ○ 一袋（20枚入） 600円

ごみ関係 燃えないごみ収集袋 ○ 一袋（10枚入） 500円

資源ごみ収集袋 ○ 一袋（10枚入） 500円

粗大ごみシール ○ 一枚500円

ボカシ × 一個100円

ボカシ関係
ボカシ容器（大） × 一個900円

ボカシ容器（小） × 一個250円

ボカシ容器（水切） × 一個650円

運転免許証・健康保険証・

各種年金証書・パスポー

ト、その他住所・氏名の記

載のある公的機関が発行し

た書類など、申請者本人を

確認できるもの

運転免許証・健康保険証・

各種年金証書・パスポー

ト、その他住所・氏名の記

載のある公的機関が発行し

た書類など、申請者本人を

確認できるもの

郵便局での
取り扱い

川辺麻生郵便局における各種業務の取扱（表１）



第1保育所で恒例の大カルタ大会が開催されました。この日は168名の園
児が、先生の読み上げるカルタを競って取りあっていました。中には遠くに
あるカルタを取ろうと飛び跳ねる園児もみられ、あちこちで真剣勝負が繰り
広げられていました。

川辺中学校3年生の生徒が総合的な学習の時間のなかで、地域のために自分たちで
できることは何かを考え、町内各所へ出かけボランティア活動を行いました。役場で
は正面玄関や腰掛け、トイレなどを一生懸命掃除しました。また、ユーストア川辺店
では日本聴導犬協会のパンフレットを配布し、重度の聴覚障害をもたれる方のための
聴導犬を育成する募金活動を行ないました。これらの他にも多くの施設などでもボラ
ンティア活動を体験していました。

真剣勝負のカルタ大会

地域に貢献奉仕作業

1
21

（火）

1
28

（火）

寄 付・寄 贈

◎
寄
付
・
寄
贈

―
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
―

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

川
辺
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会

様

…
5
、0
0
0
円

吉
田
伊
久
子

様

…
本
た
く
さ
ん

匿

名

様

…
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ

オ
ル
た
く
さ
ん

《
川
辺
町
へ
》

片
桐
克
久

様

…
5
6
、2
3
1
円

（
順
不
同
）

社
会
福
祉
等
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
寄
贈

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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特別企画！！バイキング給食

屋内軽スポーツ祭「スポーツレクリエー
ションかわべinWINTER」がB＆G海洋セン
ターで開催されました。このイベントには
小学校4年生以上の町内在住・在勤の方なら誰でも参加でき、
当日は18チーム、170名の小学生から60代までの幅広い年
齢層の参加がありました。
キンボールは大きなゴム製のボールを使い、年齢性別に関
係なく誰でも行えるレクリエーションスポーツで、参加した
みなさんは歓声を上げながら楽しんでプレイしていました。

スポーツレクリエーション

川辺中学校でこのほど、3年生136人
を対象にした「卒業生お別れバイキング」
給食が実施されました。
この催しは、春に卒業する生徒たちに
小・中学校併せて9年間の学校生活の思
い出にと計画され、町学校給食センター
の協力を得て実現しました。ふだんは学
年全員で給食をとることはなく、楽しい
思い出にしようと3年生全員で図書室に
臨時のランチルームを設けました。生徒
たちは1テーブル13人～15人のグループ
に分かれ、おにぎりやパンのほか、唐揚げやきんぴらごぼうなど15～～16種類のおかず
メニューから好きな物を自由に取りながら、多勢で食べる給食の楽しさを満喫しました。
このバイキング給食によって生徒たちは、好きな食べ物だけでなく、食事のバランス

を考えて野菜を一緒に摂ることや他の人のことも考えて取ることなども併せて学びまし
た。食べ残された物はほとんどなく、生徒たちからは「ワイワイガヤガヤですごく楽し
かった。後輩にも是非やってあげてください」と大好評でした。

2
7

（金）

北小学校6年生の児童19名の教室に町長が
訪問し一緒に授業を行いました。この授業は、
社会科の「私たちの生活と政治」を学習して
いるなかで住民の要望がどのように政治に取り入れられてい
くのかを体験するため、実際に町長へメールで質問をしたこ
とから実現しました。授業では、町を紹介するビデオを見た
あと政治のしくみについて町長が説明し、児童からの質問に
答えていました。なかには市町村合併に対する質問もあり、み
んな真剣に聞き入っていました。

1
29

（水）

1
26

（日）

私たちの生活と政治
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老
い
の
リ
ズ
ム
乱
す
こ
と
な
く
ひ
と
日
過
ぎ

心
静
か
に
夕
映
え
に
染
む

横
山

寿
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
の
ま
ま
に
動
き
た
る

小
さ
き
記
事
の
紙
面
に
明
る
し

岩
井
三
千
代

生
か
さ
れ
て
今
日
を
生
き
つ
ぐ
小
さ
き
身
に

激
動
の
風
吹
く
も
荒
れ
る
も

山
田

君
子

紛
争
の
絶
え
間
な
き
地
も
こ
の
地
に
も

ひ
と
つ
の
太
陽
あ
ま
ね
く
照
ら
す

遠
藤

正
枝

手
作
り
た
こ
新
春
の
空
悠
悠
と

空
の
碧
さ
に
親
し
み
て
お
り

渡
辺

節
夫

生
き
も
の
は
我
一
人
な
り
息
止
め
て

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
白
き
ト
ン
ネ
ル

長
瀬

宗
子

拉
致
に
暮
れ
核
に
明
け
た
る
年
に
し
て

ま
ず
祈
ら
ん
と
鳥
居
く
ぐ
り
ぬ

山
田

志
ま

大
雪
を
笹
は
笹
な
り
屋
根
は
屋
根
な
り

無
言
の
試
練
を
受
け
つ
輝
く

赤
坂
富
美
子

逆
ら
う
も
流
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
良
し
と

群
れ
泳
ぐ
鯉
し
ば
し
見
つ
む
る

紅
谷

茂

理
不
尽
の
北
鮮
難
題
に
拉
致
家
族

身
の
裂
か
る
る
は
子
等
へ
の
想
い

肥
田

節
子

揺
れ
る
と
な
く
笹
の
葉
揺
ら
し
さ
庭
辺
の

春
遠
き
風
小
寒
の
朝

遠
藤

豊

心
地
よ
く
初
春
の
風
身
に
受
け
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
始
め
の
足
取
り
軽
き

松
岡

久
美

我
が
方
へ
銃
口
向
く
や
に
不
気
味
な
る

禁
猟
と
か
れ
し
山
路
を
急
ぐ

垣
下

博
子

寝
付
か
れ
ぬ
子
に
添
い
寝
す
る
寒
夜
か
な

寺
田

島
子

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
シ
ニ
ア
の
夫
婦
冬
日
和

土
屋

正
子

凍
土
を
噛
み
し
儘
あ
る
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

佐
伯
美
千
代

春
立
つ
や
反
戦
デ
モ
に
乳
母
車

名
倉

晃
子

長
び
く
不
況
で
今
年
こ
そ
は
と
明

る
い
兆
し
に
願
い
を
こ
め
て
明
け
た

二
〇
〇
〇
年
、
人
々
の
期
待
を
裏
切

っ
て
デ
フ
レ
進
行
に
よ
り
景
気
は
一

向
に
上
向
く
様
子
も
な
く
、
中
で
も

予
想
も
し
な
か
っ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
事
故
は
世
界
中
を

愕
然
と
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

幸
い
我
が
家
で
は
主
人
と
息
子
夫

婦
、
中
学
二
年
生
と
小
学
五
年
生
の

孫
と
の
六
人
で
平
凡
で
も
家
族
全
員

大
病
も
せ
ず
暮
ら
せ
る
事
は
最
高
の

幸
せ
と
思
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
、
七
年
間
の
闘
病
生

の
亡
き
後
、
淋
し
さ
を
何
か
で
埋
め

た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
川
辺
町

で
は
福
祉
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
選
択
に

「
家
庭
奉
仕
員
制
度
」
導
入
の
公
募

が
あ
る
事
を
知
り
、
早
速
応
募
し
運

良
く
お
世
話
に
な
る
事
が
で
き
以
来

十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
人
生
の
先

輩
達
に
接
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

生
活
環
境
は
違
っ
て
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
懸
命
に
生
き
て
こ
ら
れ

た
方
々
、
私
に
と
っ
て
は
学
ぶ
事
も

多
く
今
ま
で
歩
ん
で
来
た
人
生
の
中

で
最
も
有
意
義
に
送
れ
た
時
期
だ
と

思
っ
て
い
る
。

中
で
も
そ
の
時
期
が
ん
ば
っ
て

「
ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
一
級
」、「
社

会
福
祉
主
事
」
の
資
格
を
取
る
事
が

で
き
た
事
と
海
外
研
修
で
は
「
ア
メ

リ
カ
」「
カ
ナ
ダ
」
の
二
カ
国
の
多

く
の
施
設
の
訪
問
で
、
入
居
者
の
方

達
と
肌
で
ふ
れ
合
う
事
が
で
き
た
事

は
な
に
よ
り
も
の
自
分
自
身
の
宝
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

先
日
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
た
長
寿
財
団
主
催
の
生
き
が
い
健

康
づ
く
り
推
進
地
区
連
絡
協
議
会
の

研
修
に
参
加
し
医
師
で
、「
元
気
で

長
生
き
研
究
所
所
長
」
の
昇
幹
夫
先

生
の
「
元
気
で
長
生
き
P
P
K
の
コ

ツ
」
と
題
し
て
の
講
演
を
聞
く
事
が

で
き
た
。
昇
先
生
は
「
笑
い
が
心
と

体
を
強
く
す
る
、
笑
顔
が
ク
ス
リ
」

と
話
さ
れ
病
気
に
な
っ
た
ら
「
己
を

治
せ
」
と
も
話
さ
れ
た
。

毎
日
新
聞
を
開
け
ば
、「
介
護
」

の
二
文
字
が
目
に
と
ま
ら
な
い
日
は

な
い
く
ら
い
老
人
問
題
は
社
会
全
体

の
大
き
な
課
題
と
も
云
え
る
。

生
き
て
い
る
以
上
加
齢
を
止
め
る

事
は
で
き
な
い
が
、
昇
先
生
の
こ
の

言
葉
の
よ
う
に
「
さ
か
ら
わ
ず
、
い

つ
も
に
こ
に
こ
し
た
が
わ
ず
」
で
、

も
う
年
だ
か
ら
は
禁
句
で
良
い
生
活

環
境
を
心
が
け
、
笑
う
門
に
は
健
康

き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
無
病
息
災
と
ま

で
は
い
え
な
い
が
一
病
息
災
で
「
老

化
を
老
華
」
に
代
え
て
生
涯
青
春
を

モ
ッ
ト
ー
に
生
涯
学
習
の
中
か
ら
多

く
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、「
P

P
K
」（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）と
行
き

た
い
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
今
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
地

域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
に
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
私
で
す
。

安
田
ヒ
サ
子

「
老
化
」
を
「
老
華
」に
代
え
て
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来
る
、
の
言
葉
ど
お
り
何
事
も
前
向

お
一
人
、
お
一
人
の
生
い
立
ち
や

活
に
終
止
符
を
打
っ
て
他
界
し
た
父



浅
春
の
野
に
出
て
風
に
吹
か
れ
け
り

青
山

初
代

お
も
む
ろ
に
椅
子
の
背
に
置
く
春
シ
ョ
ー
ル

渡
辺

紀
子

氷
雨
降
る
検
眼
表
に
輪
の
切
れ
目

村
山

智
一

日
に
一
度
母
か
ら
電
話
春
浅
し

交
告

年
夫

受
験
子
の
疲
れ
に
バ
ッ
ト
素
振
り
け
り

若
井

国
光

残
生
の
栗
苗
植
え
る
余
り
畑

馬
場

周
一

平
城
京
礎
石
ゆ
た
か
に
春
兆
す

矢
田
鹿
苑
子

初
景
色

瑞
雲
染
め
て
旭
が
昇
る

川
崎

宏
正

さ
い
銭

水
か
け
地
蔵
の
池
光
る

小
栗

桑
梓

子
宝

嫁
の
ヒ
ッ
プ
に
後
光
さ
す

山
田

与
光

芳
紀

無
垢
の
瞳
に
夢
宿
す

井
戸

鹿
笛

磨
く

禅
寺
の
床
顔
写
る

加
藤

爽
月

子
宝

殖
え
る
家
庭
の
母
強
い

日
下
部
雅
苑

冬
の
月

寒
析
の
路
地
裏
案
内
う

木
下

静
志

渡
り
鳥

峯
の
一
筆
月
残
す

黒
岩

二
笑

お
ぼ
ろ
月

雲
の
ベ
ー
ル
で
顔
か
く
す

井
戸

麻
妓

初
景
色

夫
婦
岩
か
ら
陽
が
昇
る

井
戸

諷
子

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ

屠
蘇
の
梯
子
で
足
千
鳥
る

丹
羽

美
晴

冬
の
月

星
屑
散
ら
し
て
道
照
ら
す

井
戸

幸
女

楽
し
み

ヘ
ボ
の
巣
辿
り
山
路
行
く

山
口

欽
継

初
景
色

御
来
光
山
野
を
照
ら
す

西
村

風
外

さ
い
銭

満
願
背
負
っ
て
硬
貨
飛
ぶ

杉
山

香
美

花粉症に負けないために花粉症に負けないために花粉症に負けないために
1月中の届出

＊住民票を基準に掲載〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書
請求など）の際に住民課窓口に申し出
てください。〕
※敬称略

福　島 長谷川　千佐子　　
＝山口県 齋　藤　嘉　久

福　島 小　椋　美紀子
＝美濃加茂市 竹　内　久　高

下川辺 木　下　邦　宏
＝愛知県 関　岡　志　織

下川辺 今　井　和　美
＝愛知県 山　盛　康　宏

比久見 岡　本　美　香
＝美濃加茂市 上　野　竜　史

石　神　　加　藤　冨貴子　71歳　義　一

石　神　　櫻　井　　徳　　95歳　謙　治

下川辺　　木　下　さつみ　71歳　道　一

下川辺　　櫻　井　みつゑ　99歳　　亨

福　島　　山　田　ツ　ネ　97歳　　浩

下吉田　　佐　伯　　　博　69歳　本　人

結　婚

上川辺 田　口　　蓮
れん

良 之 男

上川辺 白　村　　凛
りん

俊 文 女

石　神 堀　部　奨
しょう

真
ま

昌 幸 男

西栃井 横　山　侑
ゆう

輝
き

貴 宏 男

下川辺 野　中　竜
りゅう

汰
た

辰太郎 男

出　生

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順）

（左から地区・出生児・保護者・性別の順）

死　亡

人口……11,158人 （88減）
男……… 5,514人 （35減）
女……… 5,644人 （53減）
世帯数… 3,420世帯（21減）

1/1現在（カッコ内は前年同月比）

人の動き

絶え間ない鼻水やくしゃみ、目がかすんでのどが痛い…。春が近

づくと、こんな症状の花粉症に悩まされる人が多くなっています。

花粉症は20～40歳代の働き盛りの世代に多くみられます。花粉症

の症状は、特定の花粉に反応する抗体が体内で蓄積されて、はじめ

てあらわれます。抗体は花粉を吸い込むことでつくられていきます

が、花粉症を引き起こす程度まで増えるには、20～30年の歳月がか

かるのです。

日本人の花粉症の原因は、ほとんどがスギ花粉です。スギ花粉が

飛び始める時期やたくさん飛ぶ日など、ある程度予測できるように

なりました。天気予報などで報道される花粉情報を参考にして、花

粉飛散の多いときは窓や戸を閉めたり、できるだけ外出をさけ、外

出するときはマスク・メガネ・帽子を身につけるようにしましょう。

また、外出先から帰ったら、目を洗い、うがいをし、鼻をかむなど

花粉を避ける対策により症状をかなり軽減することができます。

花粉症にかぎらず、アレルギーには日頃から抵抗力を高めておくこ

とが大切です。規則正しい生活、ストレスの解消、適度な運動、バ

ランスのよい食事など生活改善を図り、症状を軽くするよう心がけ

ましょう。

お問い合わせ 川辺町保健センター ℡53-2515
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＊お詫びと訂正 2月号に掲載の吉川奎
騎くんの名前が「圭騎」とあるの
は「奎騎」の誤りでした。お詫び
して訂正します。



先
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
と

お
り
、
第
4
回（
1
月
15
日
）ま
で

の
検
討
協
議
会
に
お
い
て
10
項
目

の
協
議
項
目
の
う
ち
8
項
目
に
お

い
て
8
市
町
村
間
で
合
意
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
第
5
回

（
1
月
30
日
）、
第
6
回（
2
月
5

日
）と
協
議
を
重
ね
て
、
残
る
2

項
目
に
お
い
て
も
合
意
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
加
茂
地
域
の
合
併

問
題
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
是
非

を
含
め
て
よ
り
深
く
検
討
、
協
議

す
る
た
め
に
地
方
自
治
法
で
定
め

る
法
定
の
協
議
会
の
設
置
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
法
定
協
議
会
を
設
置
す

る
に
は
協
議
に
よ
り
協
議
会
の
規

約（
案
）を
定
め
、
こ
れ
を
関
係
市

町
村
全
て
に
お
い
て
議
会
で
是
と

す
る
議
決
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
議
決
に
あ
た
っ
て
は
各
市

町
村
議
会
で
慎
重
に
審
議
が
な
さ

れ
る
も
の
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

各
市
町
村
と
も
3
月
定
例
議
会
に

お
い
て
審
議
す
る
方
向
で
協
議
が

進
ん
で
い
ま
す
。

継
続
協
議
し
て
い
た
項
目
の
う

ち
、
合
併
の
方
式（
法
律
で
定
め

る
手
続
き
上
の
区
分
）に
つ
い
て

は
、
美
濃
加
茂
市
へ
の
編
入
合
併

方
式
と
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。

加
茂
郡
の
町
村
は
当
初
よ
り
新

設
合
併
方
式
が
望
ま
し
い
と
し
て

美
濃
加
茂
市
に
要
求
し
て
い
ま
し

た
が
、
美
濃
加
茂
市
か
ら
「
手
続

き
上
は
編
入
合
併
方
式
と
す
る

が
、
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
内
容

面
で
十
分
に
配
慮
す
る
」「
限
り

な
く
新
設
合
併
に
近
い
編
入
合
併

方
式
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
最

終
的
に
手
続
き
と
し
て
は
編
入
合

併
方
式
と
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ

ま
し
た
。

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
役

場
・
支
所
等
の
取
扱
い
に
お
い
て

は
、
次
の
内
容
で
合
意
さ
れ
ま
し

た
。

『
現
町
村
の
役
場
は
、
当
分
の
間

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
活
動
の
推

進
機
関
で
あ
る
支
所
と
し
、
業
務

内
容
に
つ
い
て
は
今
後
効
率
性
等

を
考
慮
の
う
え
法
定
協
議
会
で
協

議
す
る
。
現
在
の
支
所
、
出
張
所

及
び
連
絡
所
に
つ
い
て
も
、
当
分

の
間
現
状
を
維
持
す
る
よ
う
協
議

す
る
。（
名
称
に
つ
い
て
は
検
討
）』

2
月
中
旬
に
チ
ラ
シ
を
各
戸
に

配
布
し
、
ま
た
行
政
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

『
市
町
村
合
併
問
題
説
明
会
』
を

3
月
4
日
、
6
日
、
8
日
の
3
日

間
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
議

会
3
月
定
例
会
を
控
え
て
、
3
月

定
例
会
で
審
議
す
る
予
定
と
な
っ

た
合
併
協
議
会
の
法
定
化
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
と
と

も
に
、
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
賜

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

（
こ
の
原
稿
作
成
時
点
に
お
い
て

は
未
実
施
の
た
め
詳
報
は
後
日
行

い
ま
す
。）

ま
た
、
お
よ
そ
月
1
箇
所
の
ペ

ー
ス
で
行
っ
て
い
る
各
地
区
別
の

『
町
長
と
語
る
会
』
に
お
い
て
も
、

市
町
村
合
併
問
題
を
テ
ー
マ
に
含

め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ

の
コ
ー
ナ
ー（
市
町
村
合
併
な
ん

で
も
情
報
）は
早
く
も
13
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
市
町
村

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
広
報
公
聴

に
努
め
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。法

定
の
合
併
協
議
会
が
設
立
さ

れ
れ
ば
、
さ
ら
に
具
体
的
な
課
題

や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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市
町
村
合
併
な
ん
で
も
情
報

そ
の
⑬

市町村合併についてのご意見は
メールアドレス・・kawabe@kb3.so-net.ne.jp

ホームページ内町民掲示板（BBS）・・
http://www.kawabe-gifu.jp

町長への手紙（用紙は自由）・・
役場、中央公民館、下麻生支所、B&G海洋センター、
やすらぎの家にポストが設置してあります。

役場経営管理課・℡53－2511（内線215）

美濃加茂市・
加茂郡町村合併検討協議会

美濃加茂市太田町3431-1 ℡27-5792
E-mail gappei@city.minokamo.gifu.jp
ホームページアドレス
http://www.city.minokamo.gifu.jp/gappei

第
6
回
の
検
討
協
議
会
に

つ
い
て

役
場
・
支
所
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
問
題

説
明
会
な
ど
広
報
公
聴
の

実
施
に
つ
い
て

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

今
回
は
2
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
6
回
の
美
濃
加
茂
市
・

加
茂
郡
町
村
合
併
検
討
協
議
会（
任
意
協
議
会
）の
協
議
結
果
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
動
向（
見
込
み
）な
ど
を
予
測
で

き
る
範
囲
で
ご
説
明
し
ま
す
。



あなたの愛犬を恐ろしい狂犬病から守るため、

川辺町では平成15年度犬の登録及び狂犬病予防注射を行います。

最寄りの会場で注射を受けて下さい。

◎生後91日以上の犬は、生涯1回の登録と毎年1回の狂犬病予防注射を受けることが義務付けられています。平成
7年度以降に登録をされた方は、川辺町から送付されたハガキを当日持参してください。1頭あたりの登録及び
狂犬病予防注射の料金は次のとおりです。
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区　　　分 持 参 す る も の

・注 射 料 金　：　2,520円
平成7年度以降登録済の犬 ・注射済標代金　：　 550円

合　　　　計　　　3,070円

その他の犬 ・登 録 料 金　：　3,000円

・未登録の犬 ・注 射 料 金　：　2,520円

・新しく取得した犬 ・注射済標代金　：　 550円

・登録確認のできない犬 合　　　　計　　　6,070円

＊通知ハガキを持参されない場合は新規扱いとなることがあります。

＊犬が死亡したり、犬の所在地が変わったときなど登録内容に変更があったときは、その犬の所在地の市町村へ
届け出ることが義務付けられています。すでに登録をした犬を譲り受けた場合は鑑札を持参してください。

注意事項

・愛犬の健康状態に少しでも異常のあるときは、注射をする前に必ず申し出てください。
・会場で犬がフンをすることがあります。必ず飼い主が後始末をしてください。
・注射接種後、万が一異常が出たら川辺町産業環境課に直ちに連絡してください。

平成15年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
場　　　　所 時　間 場　　　　所 時　間

鹿塩公民館前 9:30～ 9:50 旧下麻生小学校前 9:30～10:00

下川辺公民館前 10:05～10:35 下麻生消防詰め所前 10:10～10:35

西栃井消防詰め所前 10:45～11:00 川辺大橋下吉田側 10:45～11:00

西栃井禅原寺前 11:10～11:25 比久見上公民館前 11:15～11:45

太部古天神社前 11:35～12:00 比久見記念碑前 11:55～12:15

川辺北小学校前 13:15～13:45 福島・野中伸建工業前 13:30～13:50

上川辺消防詰所前 13:55～14:25 福島・山柳商店横 14:00～14:15

石神やすらぎの家裏 14:35～15:05 川辺町商工会館前 14:25～15:10

4
月
16
日（
水
）

4
月
17
日（
木
）

○ 不要犬に関する詳しい問い合わせ先

中濃地域保健所　　　　TEL 25－3111（内線356）
○ 狂犬病予防注射・犬の登録に関する問い合わせ先

川辺町役場産業環境課　TEL 53－2511（内線142）

※当日は、不要犬の引き取りはしません。



お問い合わせ先
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●有権者
昭和５８年４月１４日までに生まれた人で、平成１５年１月３日以前から川辺町に住民登録のある人
平成１４年１２月１３日以降に岐阜県内の他市町村へ転出された人も川辺町で投票できますが、岐阜県内に
引き続き住所を有する旨の証明書が必要です。

●投票
【投票日・時間】 ４月１３日（日）

午前７時００分　～　午後８時００分
入場券に記載してある投票所で投票をしてください。

なお、今回から下麻生投票区のみなさんの投票所が変更になりますので、
ご確認ください。
町内で住所移転（転居）された人で、４月３日以降に役場へ届出をされた人は、前に住んでいた所の投票所で
ないと投票できませんので注意してください。

●不在者投票
【期間・時間】 ４月４日（金）～４月１２日（土）の９日間

午前８時３０分～午後８時００分
不在者投票は、投票日に投票に行けない理由を宣誓書に記入すればできます。
なお、印鑑は必要ありません。
受け付けは役場３階第３会議室で行っています。

●郵便による不在者投票
身体障害者手帳又は戦傷病者手帳を持ち、あらかじめ「郵便投票証明書」を交付されている人は、郵便によ
る不在者投票をすることができます。
「郵便投票証明書」の交付を希望される人は、お早めに町選挙管理委員会へ申し出てください。すでに「郵
便投票証明書」をお持ちの人は、再申請の必要はありませんが、有効期限を経過している場合は、再申請が必
要ですので、お手持ちの「郵便投票証明」を確認してください。

●開票
投票日の午後８時５０分から中央公民館大ホールで行います。

川辺町選挙管理委員会
TEL53-2511（役場経営管理課内）

川辺町

七宗町

至高山

歩道橋

400m

下麻生駅 下麻生支所

至中川辺

●
下
麻
生
投
票
所
変
更

下
麻
生
投
票
区
の
投
票
所
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
投
票
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

変
更
前

下
麻
生
公
民
館

↓変
更
後

旧
下
麻
生
小
学
校

旧下麻生小学校

新しい
投票所



7日（月）各小学校・中学校入学式
◆行政相談
2日（水）9:00～12:00（やすらぎの家）

◆心配ごと相談
2日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）
16日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）
◆無料法律相談
9日（水）13:00～16:00（やすらぎの家）

◆消防団
6日（日）入退団式

◆ごみ収集
2日（水）燃やせないごみ（ガラス類）
粗大ごみ（燃やせるもの）
資源ごみ（食用空ビン）

9・10日　　ペットボトル・蛍光管
23・24日　　ペットボトル

５日（土） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２
６日（日） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
１２日（土） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３
１３日（日） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
１９日（土） 栄伸工業所　　　５３－２７０６
２０日（日） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４

２６日（土） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４
２７日（日） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
２９日（火） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２

＊都合により当番店が代わる場合があります。
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。

（都合により日時などが変更になることもあります。）

kawabe Town Cale
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予 定 価 格……町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、
この価格を超えて契約を締結することはありません。（税込み金額）

落 札 金 額……入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額）
落 札 業 者……当該入札において、町と契約を締結することとなった業者。
入札参加業者数 ……当該入札に参加した業者数。

＊入札結果詳細は、役場経営管理課にて、閲覧できます。

お問い合わせ　経営管理課 TEL２５-２５１１（内線２１６）

予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。（該当１件）

公共工事入札結果公共工事入札結果 １月の入札

吹きガラス入門講座Ⅰが開催されます

用語の

意味
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町道7016号線（段1号線）道路改良工事
（第１期）

工　事　名

23,100,000

予定価格（円）

22,260,000

落札金額（円）

㈱小栗建設

落札業者

8

入札参加業者数

【開催及び時間】
①木曜午前コース　10：00～12：00
4 /17. 4 /24. 5 / 8 . 5 /15. 5. /22. 5 /29
②金曜午後コース 13：00～15：00
4 /18. 4 /25. 5 / 9 . 5 /16. 5 /23. 5 /30

③土曜午前コース 10：00～12：00
4 /19. 4 /26. 5 /10. 5 /17. 5 /24. 5 /31

【内　容】 吹きガラスの基礎を学びながら、グラスや
小鉢、一輪挿しなどの作品を楽しむ。

【対　象】 一般成人
【会　場】「わくわく体験舘」吹きガラス工房
【受講料】 ２１，０００円（材料費込み）

【申込期限・方法】
平成１５年３月２９日（土）締め切り
電話もしくは窓口まで
「わくわく体験館」TEL６５ -１５１５

「わくわく体験館」のガラス工房で次の講座が開催されます。ご参加下さい。

◆保育所・学校行事
5日（土）各保育所入園式



通信制課程で高校の学習
いろいろな事情で毎日高校へ通学

はできないが、勉強はしたいと思っ
ている人のために、自宅で学習しな
がら、添削指導や面接指導を受け、
試験に合格して規程の単位を修得す
れば、全日制や定時制の課程と同じ
ように高等学校の卒業資格を取得で
きる課程です。
【学習の方法】
自宅で報告課題（レポート）を作
成し提出します。

【面接指導】
月に２～３回、日曜日に登校し教
科の学習とホームルーム活動や学
校行事などの特別活動に参加し
ます。

【試験・テスト】
年２～３回（科目により異なりま
す。）の定期テストを行います。

【学費】
入学時に２万円程度が必要。
教科書・学習書は原則として就職
についていれば実質的に無料です。

【入学の資格・方法】
中学校卒業もしくは同等の資格が
あれば、願書等の書類を提出して
いただき、面接及び作文、基礎テ
ストの結果を基に選考。

【出願期間】
３月４日（火）～３月２８日（金）

【問合先】
岐阜県立華陽フロンティア高等学
校通信制課程
岐阜市西鶉６-６９
℡０５８-２７５-７１８５

労働保険料の申告と納付は
お早めに
労働保険の平成１４年度確定保険

料と平成１５年度概算保険料の申
告・納付手続きは、お済みになりま
したでしょうか。
申告・納付期限は５月２０日で

す。期限までに正しく申告・納付を
終えていただくようお願いします。
申告書の書き方、内容などご不明

の点は、岐阜労働局又は最寄りの労
働基準監督署にお尋ね下さい。
【問合先】
岐阜労働局 ℡０５８-２４５-８１１５

固定資産税に関する
価格等縦覧帳簿の縦覧について
平成１５年度の固定資産税に関す

る土地及び家屋の価格等縦覧帳簿の
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縦覧が、４月１日（火）から６月２日
（月）までの間、役場税務課において
行われます。
平成１５年度から改正される縦覧

制度は、納税者（納税管理人、共有
者等）が他の土地や家屋の価格との
比較を通じて、自己の土地や家屋の
評価が適正かどうかを判断できるよ
うにするためのものです。
【問合先】役場税務課
℡５３-２５１１（内線１３３）

ご存じですか？検察審査会
交通事故、詐欺、おどしなど犯罪

被害にあい、警察や検察庁に訴えた
が、検察官がその事件を起訴してく
れない。このような不満をお持ちの
方は検察審査会にご相談下さい。
相談や申立てについての費用は一

切無料で、秘密は固く守られます。
検察審査会では、選挙権を有する

一般国民の中から「くじ」で選ばれ
た１１人の審査員が、検察官が起訴
しなかったことのよしあしを審査し
ます。
【問合先】
多治見市小田町１-２２-１
岐阜地方裁判所多治見支部内
多治見検察審査会事務所
℡０５７２-２２-０６９８

風しん予防接種のお知らせ
予防接種法の改正により、下記の

方を対象に風しんの予防接種を行い
ます。希望される方は川辺町保健セ
ンターまでお申し込み下さい。
【対象者】
昭和５４年４月２日から昭和５５
年４月１日生まれの男性（ただし、
風しんの予防接種を受けたことが
なく今までに風しんにかかったこ
とがない方）

【実施会場】
川辺町保健センター

【料金】
無料

【申込・問合先】
平成１５年８月２９日（金）まで

にお申込ください。
実施日時は申込後にご連絡します。
川辺町保健センター　
℡５３-２５１５（直通）

可茂・美濃・八幡の３建設事務所では、地域住民の方々に参画し
ていただき、「美濃の道を語る会」、「中濃の川づくりを考える会」を
開催して、この地域における道路・河川の将来を語っていただきま
した。
道や川に対する自由な意見交換や、安全性や利用をする上でのマ

ナーに至るまで、様々な観点からの討論や現地見学等を経て、「道づ
くりへの提言」、「川づくりへの提言」として懇談会の声が取りまと
められました。
今後は、この提言を行政・住民・建設業者間などで共有し、道路

事業、河川事業に役立てていきたいと考えています。
可茂建設事務所ではこれからも、住民ニーズに則した、よりよい

道路・河川整備を進めるため、「道づくり」「川づくり」に対する意
見を募集していきます。皆さんの道路・河川に対する思いをお寄せ
ください。

【お問い合わせ先】
岐阜県可茂建設事務所　℡２５-３１１１
ホームページ：http://www.pref.gifu.jp/s２６００６/index.htm
メールアドレス：p２６００６@govt.pref.gifu.jp

中濃圏域の「道づくり」「川づくり」の提言が
まとまりました



情報
ボックス
INFORMATION

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

科学実験教室の開催
サイエンスワールド（岐阜県先端

科学技術体験センター）では一般の
方を対象にした市民講座を開催して
います。
今回は、「花力発電」色素を使っ

た太陽電池の製作を行います。
【対象者】
小学生・中学生
ただし、小学３年生以下は保護者
同伴

【参加定員】
３０名

【日時】
４月２９日（火：祝日）
１３:３０～１５:３０

【参加費】
１,３００円

【申込期間】
３月２７日（木）～４月１７日（木）

【申込方法】
電話又はEメールにて受け付けし
ます。

【申込・開催場所・問合先】
〒５０９-６１３３　瑞浪市明世町戸
狩５４番地
サイエンスワールド（岐阜県先端
科学技術体験センター）
「市民講座４月」係
℡０５７２-６６-１１５１
FAX０５７２-６６-１１５２
E-Mail sciencew@astec-gifu.jp

～from the Mayor's Desk～ 町
長
の
机
か
ら
―
⑱

続
・
一
衣
帯
水

美
濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
7
町
村
で

つ
く
る
「
美
濃
加
茂
市
・
加
茂
郡
町

村
合
併
検
討
協
議
会
」
は
、
2
月
5

日
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
合
併

方
式
に
つ
い
て
、
美
濃
加
茂
市
に
編
入

合
併
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

次
回
3
月
3
日
の
協
議
で
法
定
合
併

協
議
会
の
規
約
な
ど
を
決
め
、
各
市

町
村
の
3
月
議
会
で
設
置
案
を
可

決
、
4
月
に
法
定
協
議
会
を
発
足
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
月
6
日
の
朝
刊
各
紙
で
も
、
こ

の
事
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
争
点
は
合
併
の
方
式
で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
町
村
側
が
「
新

設
合
併
」
を
要
望
、
そ
の
後
、
市
側

か
ら
「
編
入
合
併
」
の
意
向
が
示
さ

れ
平
行
線
の
議
論
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
新
聞
見
出
し
で
も
、「
町
村
苦

渋
の
決
断（
中
日
）」「
方
式
に
苦
渋

の
表
情（
岐
阜
）」
な
ど
、
町
村
側
が

市
に
歩
み
寄
り
合
意
し
た
経
緯
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
に
際
し
て
の
立
場
が
、

互
い
に
対
等
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
方
式
に
お

い
て
も
合
併
す
る
市
町
村
に
上
下
の

差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
新
し
い

ま
ち
を
作
る
と
い
う
意
味
で
新
設
合

併
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
新

設
方
式
を
第
一
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
時
間
的
な
問
題
や
作
業
を
進
め

る
関
係
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
編

入
方
式
も
や
む
な
し
と
も
考
え
て
お

り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
新
設
合
併
と

編
入
合
併
の
根
本
的
な
相
違
点
、
調

整
が
で
き
な
い
点
は
、
特
別
職
の
身

分
し
か
な
い
た
め
、
そ
の
他
の
部
分

が
し
っ
か
り
調
整
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
特
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
は

自
ら
の
立
場
に
固
執
す
る
考
え
は
持

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
協

議
を
通
じ
て
、
町
村
側
の
地
域
事
情

に
も
充
分
配
慮
し
、「
限
り
な
く
新

設
に
近
い
編
入
合
併（
川
合
市
長
）」

と
い
う
言
葉
も
出
る
な
ど
、
話
し
合

い
の
下
地
は
し
っ
か
り
固
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ら
ば
重

要
な
の
は
、
入
口
論
で
あ
る
合
併
方

式
で
は
な
く
、
い
か
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
の
か
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、
共
通
認

識
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

法
定
協
で
の
議
論
が
進
ん
で
合
併

す
れ
ば
、
約
6
9
0
平
方
キ
ロ
の
広

さ
を
持
つ
、
人
口
約
11
万
人
の
新
市

が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り

に
夢
を
託
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
緑

豊
か
な
森
林
と
美
し
い
水
を
湛
え
る

河
川
に
恵
ま
れ
た
新
市
で
は
、
ひ
と

と
自
然
の
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

環
境
問
題
に
配
慮
し
な
が
ら
自
然
の

中
に
溶
け
込
み
、
健
康
で
か
ぐ
わ
し

い
文
化
の
香
り
に
包
ま
れ
た
、
落
ち

着
い
た
生
活
の
場
。
さ
ら
に
、
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
産
業
を

充
実
し
雇
用
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
。

一
衣
帯
水
の
田
園
都
市
づ
く
り
の

た
め
に
、
皆
様
と
手
を
携
え
て
邁
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
辺
町
長

佐
藤
光
宏

技術講習の受講者募集
岐阜県人材開発センターでは、

「もう一度働きたい男性・女性」の
ために次のような技術講習を開催し
ます。
【対象者】
再就職を希望する男性・女性

【講習科目】
パソコン講習

【講習内容】
表計算ソフトの基礎的操作、ビジ
ネスコンピューティング３級受験

【講習期間】
５月６日（火）から６月３日（火）
のうち、のべ２１日間

【講習時間】
９：３０～１５：３０

【講習会場】
国際たくみアカデミー（旧美濃加
茂高等技能専門学校）

【受講料】
無料

【申込期間・方法】
４月２２日（火）・２３日（水）
本人が直接申し込み
（電話による申し込みは不可）
国際たくみアカデミー（旧美濃加
茂高等技能専門学校）
美濃加茂市蜂屋町上蜂屋３５４５-３

【問合先】
岐阜県人材開発センター
岐阜市学園町２-３３
℡０５８-２９４-３８００
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2月12日の
給　　食

栄養価（1食当たり）

《給食センター》

つ
け
た
後
、
眉
を
払
う
の
に
用
い

る
小
さ
い
刷
毛
）に
似
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
マ
ユ
ハ
キ
グ
サ
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
花
に
は
花
び

ら
も
が
く
も
な
く
、
白
い
糸
の
よ

う
な
お
し
べ
だ
け
が
目
立
ち
ま

す
。
う
す
暗
い
林
の
中
に
群
生
し
、

葉
や
茎
は
初
め
は
赤
紫
色
を
し
て

い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
濃
緑
色
へ

と
変
わ
り
ま
す
。
高
さ
は
20
㎝
ほ

ど
で
、
葉
は
輪
生
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
対
生
で
す
。

同
じ
仲
間
に
フ
タ
リ
シ
ズ
カ

（
二
人
静
）が
あ
り
ま
す
。
義
経
を

恋
し
な
が
ら
舞
う
静
御
前
に
、
幽

霊
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
と
い
う

伝
説
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
そ
う

で
す
。
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
は
花
穂
が

一
本
で
す
が
、
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
は

二
本
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

花
穂
の
数
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

一
〜
四
本
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
山

す
そ
や
林
下
に
生
え
、
ヒ
ト
リ
シ

ズ
カ
よ
り
大
き
く
50
㎝
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
花
は
五
月
ご
ろ
咲
き
ま

す
。一

人
静

殖
え
て
し
づ
か
に

咲
き
揃
う

―
山
田
み
づ
え
―

川
辺
・
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会

伊
佐
治

要
衛

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ（
一
人
静
）と
い

う
名
は
、
源
義
経
の
恋
人
で
あ
る

静
御
前
の
白
拍
子
姿
に
な
ぞ
ら
え

て
つ
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
四

月
は
じ
め
に
光
沢
の
あ
る
四
枚
の

葉
が
伸
び
、
そ
の
中
心
か
ら
白
い

花
を
つ
け
た
花
穂
が
現
れ
ま
す
。

こ
の
形
が
眉
掃（
江
戸
時
代
に
用

い
ら
れ
た
化
粧
道
具
で
、
白
粉
を

町　章

昭和43年10月に制定。川
辺町のかしら文字「川」と
「辺」を円形に図案化した
もので、発展と団結および
円満、平和を表します。

この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

古紙配合率100％・白色度70％
再生紙を使用しています。
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ひじきの煮付け（ポテト入り）●
材
料
（
5
人
分
）

ひ
じ
き

…
…
…
…
…
…
…
25
g

人
参
…
…
…
…
…
…
…
…

本

油
あ
げ

…
…
…
…
…
…
…
2
枚

枝
豆

…
…
…
…
…
…
…
…
50
g

じ
ゃ
が
い
も
…
…
…
…
…

個

揚
油

…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

和
風
だ
し
の
素

…
…
2
・
5
g

濃
口
醤
油

…
…
…
…
大
さ
じ
1

ざ
ら
め

…
…
…
…
…
大
さ
じ
■

酒

…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
1

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

ゴ
マ
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
2

1/3
2/3

1/2

●
作
り
方

①
ひ
じ
き
は
た
っ
ぷ
り
の
水
で
戻
し
、

砂
に
気
を
つ
け
て
ざ
る
に
上
げ
て
お

く
。

②
人
参
は
千
切
り
、
油
あ
げ
は
油
抜
き

し
、
細
切
り
に
す
る
。

③
枝
豆
は
塩
ゆ
で
し
て
、
さ
や
か
ら
外

し
て
お
く
。

④
じ
ゃ
が
い
も
は
マ
ッ
チ
棒
く
ら
い
の

太
さ
に
切
っ
て
、
油
で
カ
ラ
ッ
と
揚

げ
る
。

⑤
鍋
に
油
を
熱
し
、
①
②
を
入
れ
て
炒

め
、
少
量
の
水
と
調
味
料
を
加
え
汁

気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
付
け
る
。

⑥
③
の
枝
豆
と
④
の
ポ
テ
ト
、
煎
っ
て

半
ず
り
し
た
ゴ
マ
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

●
一
口
メ
モ

・
ひ
じ
き
は
鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ヨ

ー
ド
を
多
く
含
む
海
草
類
で
、
ぜ
ひ

食
べ
て
欲
し
い
食
品
で
す
。

・
ひ
じ
き
の
煮
付
け
よ
り
、
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ

ク
と
ま
ろ
や
か
さ
が
増
し
、
と
て
も

食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
枝
豆
は
い
ろ
ど
り
に
加
え
ま
す
が
、

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
や
い
ん
げ
ん
で
代
用

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

7
8
kcal

タ
ン
パ
ク
質

2
・
8
g

脂

質

4
・
3
g

フタリシズカ

ヒトリシズカ

～ ヒ ト リ シ ズ カ ～
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